i 



脚色、画釣田邦子 
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一死倏恭 

離：? 1 ]戴^者禪 
一 主滿轰拿之 
t 其爽亡今矽 
亦廟举 
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f 



>乂 




SI 
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4 M 砰長陰 

旅見又東之 

if ^li 

ふ油者炎夺 


壮烈無土国血戦記上巻 
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陽漢様 
支那茶が 
入りました 
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来タレ/ 
悲憤慷慨スル 

ワ n ウドヨ 



.はるぶしゆたる 


ソノ神聖ナル徳行.ニョ 
支配サレ統ーサレテコ 
秩序正シク豊ヵナル 
世界ガ初メテ 
コノ地上二具現スル ー 
ノデアル/^ 




シカルニ Jf 
カカル日本ノ 
堕落腐敗ノ原因ハ メ 
今、 君臨 シテオル日本ノノ 
長ガ正統 デ ハナィ 
カラデアル J 
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な本嫌あ 
気癇の 
だじ 

つい 

たさ 
ん 


* しかし 

アジテ—シヨンは 
成功したぞ/ 

皆な余に柏手 
を厳かに打ったぞ 



陽漢様 

今後の事を考え 
あまり興奮なさ 
てはいけません f 


だって 
馬鹿げて 
レま^'よ 
ナンセ 
非合理 
没理論 
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一我を弾ああ\ 
目がの圧のあ1 
見中んさ晴 M 
せ村でれれ 
た一死恨姿 ㈣ ' 
か族んみを 

つにでの 
た 






私も実に 〆 
嬉しいです， 
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無土国良い国ノ 
清い国 
世界に一つの 
神の国 . 


とばかりに、陽漢は 
一方的に独立を宣言し 
その島に居ついてしまつ 
た办である 


しかし 事は穏便に 
済まされなかつた 
この島を瀨戸内海随一の 
娯楽 センタ— に、 と 目論で 
いた島の所有者の 
保守前進的なお金持様が 
このオプチミスト達を 
追払ぅよぅ政府に圧力を 
かけたのである 





政府から再度立ち退き 
要求の通達が出されたが 
もとより 彼らが立ち退こぅ 
はずがなかった 




